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また、「９．成績評価・試験」の「（３）追試験」に示す理由によって定期試験を欠

席する場合は追試験を行うことがありますので、各科目の開設部局（各学域・学部教

務担当または基幹教育担当）に相談してください。 

 

なお、以下の場合は特例として通常と対応が異なります。 

●学校感染症に指定されている感染症（季節性インフルエンザ・新型コロナウイルス感

染症等）に罹患した場合 

出席停止となり、速やかに大学に報告する必要があります。報告方法の詳細について

は授業支援システム（Moodle）の「学校感染症罹患時報告」を確認し、報告してくださ

い。 

 

●裁判員制度に伴う裁判に出席する場合 

裁判員制度により裁判員（候補者）に選出され、裁判所に出頭するために授業を欠

席しなければならない場合は、「欠席届」に加えて、裁判所からの呼出状(写)等を授業

担当教員に提出することで、成績評価等についての配慮の対象となります。配慮の内

容については、授業担当教員の裁量によります。 

 

１１５５．．副副専専攻攻  

副専攻とは、全学的な協力体制の下で、複数の専門分野にまたがる横断的な科目の配

置を行い、全学の学生が目指すべき進路や興味関心に応じて自由に選択・履修できる教

育課程の事を指します。 

本学で開設されている副専攻については、「副専攻ガイド」を参照してください。た

だし、副専攻のために修得した単位については、進級要件および卒業要件に含まれない

ことがあるので注意してください。 

 

１１６６．．他他大大学学ととのの単単位位互互換換制制度度・・単単位位互互換換科科目目  

（１）他大学の授業の履修を希望する学生は、大学コンソーシアム大阪等との単位互換

協定に基づいて、他大学の授業を履修することができます。毎年度教育推進課か

ら募集の案内があります。詳細は各コンソーシアム等の Web サイトを確認してく

ださい。 

 

（２）他大学で修得した科目および単位は、本学で履修し、単位を修得したものとみな

し、単位が認定される場合があります。 

 

（３）本学に在学中に外国の大学との協議等に基づき、当該大学の科目を履修し、単位

を修得した場合は、教授会等の承認を経て本学において修得したものとみなし、

単位が認定される場合があります。 

 

なお、他大学との単位互換制度により認定される単位の上限は 60 単位までです。ま

た、入学前の既修得単位制度により修得した単位数と合わせて 60 単位を超えることは

できません。    
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１１７７．．転転学学部部  

在学中に特別の事情で学部を変更したい人のために、転学部という制度があります。

ただし、転学部を認めていない学部もあります。 

なお、転学部を希望する学生を受け入れる学部の事情（定員超過など）により、募

集しない場合があります。また、受け入れ先の学部が定める要件（成績・修得単位数

など）を満たす必要があります。転学部等の募集については、毎年 9 月に学生ポータ

ル（UNIPA）にて掲示します。詳細については、各学部・学域教務担当に問い合わせ

てください。 

 

１１８８．．転転学学類類  

本学域の他の学類に移籍すること（転学類）については現代システム科学域教授会

の議を経て認められることがあります。 

【出願の要件等】 

転学類の出願資格は、本学に 1 年以上在学した者および 1 年以上在学する見込み 

の者とし、出願年次における出願要件および選考に合格した者の受入年次は次表の

とおりとします。ただし、休学期間がある者については、履修した期間に応じるも

のとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【募集】 

転学類を希望する学生の募集は、毎年 2月に掲示により行います。ただし、転学

類の募集は、学類の事情（定員超過など）により、行わない場合があります。 

【選考等】 

  転学類の選考は、転入先の学類が定める選考方法により行います。 

  

１１９９．．前前期期終終了了時時のの卒卒業業・・早早期期卒卒業業  

（１）前期終了時の卒業 

本学に 4 年以上在学し、学年の前期終了時に卒業要件を満たし、あらかじめ定めら

れた期日までに卒業を申し出た者については、教授会の議を経て、前期終了時に卒業

が認められることがあります。 

 

（２）早期卒業 

本学に 3 年以上在学した者で、各学類の定める卒業要件として修得すべき単位を

出願年次 

出願要件 

受入年次 出願年次後期終了時点の修得単位数および通算

GPA 

1 年次 30 単位以上 2.00 以上 2 年次 

2 年次 60 単位以上 2.00 以上 3 年次 

3 年次以上 90 単位以上 2.00 以上 3 年次 
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

② 2

② 2

① 2

① 2

① 2

① 2

① ① 2

① ① 2

1 2

1 2

1 1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 1 2

② 2

① 2

※　(独・仏・中・露・朝)　は，独：ドイツ語　　仏：フランス語　 中：中国語　　 露：ロシア語　  朝：朝鮮語　

※　英語以外の外国語科目(独・仏・中・露・朝)については，当該年度に１言語しか履修できません。

※　［2単位コース］各言語の入門1と2はセットで履修すること。

　 　［4単位コース］各言語の入門AとB、初級AとBはそれぞれセットで履修すること。

※  特修科目のうちドイツ語、中国語はA～Hを開講し、フランス語、ロシア語、朝鮮語はA～Dを開講する。

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 露 ・ 朝 ） 入 門 B （ 会 話 ）

ⅡⅡ--ⅡⅡ．．現現代代シシスステテムム科科学学域域履履修修課課程程

　　１１．．基基幹幹教教育育科科目目

基基幹幹教教育育科科目目（（基基礎礎教教育育科科目目除除くく））履履修修課課程程表表  ((表表１１））

科目区分 科目名

配当年次及び
単位数＜〇印必修＞ 週

時
間
数

履修を指定する
単位数

（卒業要件単位
数）

備考第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 露 ・ 朝 ） 特 修 A ～ H

(その他： 国際基幹教育機構開設科目要覧参照）

[４単位コース]

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 露 ・ 朝 ） 入 門 A （ 基 礎 ）

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 露 ・ 朝 ） 初 級 A （ 基 礎 ）

初年次教育科
目

初 年 次 ゼ ミ ナ ー ル

(その他： 国際基幹教育機構開設科目要覧参照）

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 露 ・ 朝 ） 入 門 １

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 露 ・ 朝 ） 入 門 ２

２単位

情報リテラシー
科目

情 報 リ テ ラ シ ー ２単位

University English3A、3B
は学類ごとに指定された
前期または後期に履修す

ること。
どちらの学期に指定され
ているかは時間割表で確

認すること。

University English 2B

University English 3A

University English 3B

35単位以
上修得す
ること。
（履修を
指定する
25単位を
含む。）

University English 1A

10単位
以上

６単位
以上

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 露 ・ 朝 ） 特 修 A ～ H

初
修
外
国
語

[２単位コース]

２単位
以上

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 露 ・ 朝 ） 初 級 B （ 会 話 ）

(その他： 国際基幹教育機構開設科目要覧参照）

健康・スポーツ
科学科目

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 概 論

3単位
健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 実 習

外
　
国
　
語
　
科
　
目

英
語

基
幹
教
育
科
目

総合教養科目 （国際基幹教育機構開設科目要覧参照）

University English 1B

University English 2A
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２２．．学学域域単単位位入入学学生生のの 22 年年次次のの学学類類配配属属おおよよびび 11 年年次次ににおおけけるる授授業業科科目目のの履履修修等等にに  

    つついいてて  

 

（１）学域単位入学生の学類配属について 

・ 学類配属 

学域単位入学生は、2年次に進級する際に希望する学類に配属されます。た

だし、特定の学類に希望が集中した場合は、通算GPAを用いて調整します。 

なお、決定した配属学類については、３月中旬に授業支援システム

（Moodle）などで通知します。 

※所属する学類によって、取得できる資格が異なりますので、資格取得を希

望する者は各学類の資格に関する説明をよく読んでから、学類を決定して

下さい。 

 

・ 学類配属希望調査 

1年次の夏期休業期間中（8月初旬）および後期（1月初旬）に配属を希望す

る学類の調査を行ないます。1年次での科目履修や次ページ以降に記載して

いる各学類の「教育目的、教育目標」、「基礎教育科目・専門科目履修課

程」をよく読み、充分考えた上で回答してください。 

 

・ 学類配属申請書 

1月下旬に配属を希望する学類を学域長あてに申請してください。（申請書

の様式、提出期間等は掲示等により通知します。） 

 

（２）学域単位入学生の1年次の授業科目の履修について 

学域単位入学生は、2年次に進級する際に学類に配属されますが、卒業要件の基礎

教育科目および専門科目の所要単位数は進級する学類によって異なります。そのた

め、1年次では、配属を希望する学類が必修としている基礎教育科目、専門科目（次

頁参照）を中心に履修してください。 

また、取得する資格によって、1年次に履修すべき科目が異なる場合があります。

資格取得を希望する者は、各学類の資格取得に関する説明をよく読んで下さい。 

 

（３）学域単位入学生の 2年次からの授業科目の履修について 

2 年次からは、配属された学類の履修課程が適用されます。学類ごとに進級要件、

卒業要件、履修する授業科目等が異なるので、配属された学類の履修課程をよく読み、

充分理解した上で、履修計画を立て、履修登録をしてください。 
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

プログラミング入門A ② 2 基

ビジネス・インプリメンテーション ② 2 知

ビジネス・アナリティクス ② 2 知

データ科学 ② 2 知 心

P　B　L演習 ② 2 P

生産システム科学 ② 2 知

生産管理システム ② 2 知

生産科学 ② 2 知

A I プログラミング 2 2 知

人工知能A 2 2 知

P B L演習 ② 2 1科目 P

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） ② 2 教 心

公衆衛生学 ② 2 環

ヘルスケアシステム ② 2 知

ヘルスケアサービス ② 2 知

P B L演習 ② 2 P

コンピュータシステム 2 2 知

情報ネットワーク基礎 2 2 知

データベース基礎 2 2 知

マーケティング・サイエンス ② 2 知

ヒューマンコンピュータインタラクション ② 2 知

人工知能A ② 2 知

P B L演習 ② 2 P

情報ネットワーク基礎 ② 2 知

教育情報学 ② 2 知

教育・学習の理論と設計 ② 2 知

人工知能B ② 2 知

P B L演習 ② 2 P

プログラミング入門A ② 2 基

情報ネットワーク基礎 ② 2 知

コンピュータシステム ② 2 知

W e bシステム構築基礎 2 2 知

情報通信工学概論 2 2 知

P B L演習 ② 2 1科目 P

環境・生命・倫理 ② 2 総

自然環境学概論 ② 2 総

環境政策学 ② 2 環

国際開発の課題 2 2 総

地域文化学 2 2 総

P B L演習 2 1科目 P

大阪の都市づくり ② 2 総

地域実践演習 ② 2 環

環境・生命・倫理 2 2 総

自然環境学概論 2 2 総

公共政策学基礎 2 2 環 心

P B L演習 2 1科目 P

地域再生

2科目

5科目
以上2科目

以上

②

情報ネットワーク
システム

3科目

5科目
以上1科目

以上

環境学

3科目

②

1科目
以上

5科目
以上

サービスデザイン

1科目
以上

5科目
以上

4科目

教育情報システム
デザイン

5科目

生産システム科学

3科目

5科目
以上1科目

以上

ヘルスケア科学 5科目

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

ビジネス
プレディクション

5科目

３３．．基基礎礎教教育育科科目目・・専専門門科科目目履履修修課課程程

　３３..１１　　PPBBLLププロロググララムムににつついいてて
　（１）現代システム科学域では、卒業までに少なくとも1つのPBLプログラムを修了する必要があります。

　　 　PBLプログラムの最終的な選択は2年次末（3月）に行いますが、1年次から計画的に履修する必要があります。

　（２）PBLプログラム科目は、PBL履修課程表に従って履修してください。

現現代代シシスステテムム科科学学域域　　PPBBLLププロロググララムム履履修修課課程程表表

PBLプログラム 科目名

配　当　年　次　及　び
単　位　数＜〇印必修＞

履修を指定する
科目数

開設部局

週
時
間
数
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（４）知識情報システム学類卒業資格（卒業要件） 

上記の単位を修得し、かつ PBL プログラムを 1 つ以上修了してください。 

    

科目区分 卒業要件単位数 

基

幹

教

育

科

目 

総合教養科目 選択 10 単位以上 

35 単位

以上 

初年次教育科目 必修 2 単位 

情報リテラシー科目 必修 2 単位 

英語科目 必修 6 単位以上 

初修外国語科目 選択 2 単位以上 

健康・スポーツ科学科

目 

必修 3 単位 

基礎教育科目 
必修 12 単位 

96 単位

以上 

選択 ― 

専

門

科

目 

学域共通科目 
必修 10 単位 

選択 2 単位以上 

学類基盤科目 
必修 26 単位 

選択 ― 

学類専門科目 
必修 ― 

選択 30 単位以上 

PBL プログラム科目 
必修 2 単位以上 

選択 ― 

合計単位数 131 単位以上 
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（５）学位授与 

本学に 4 年以上在学し、前表の卒業要件単位数を満たした者には、教授会の議を経

て卒業が認定され、学士（情報学）が授与されます。 

 

（６）取得できる資格 

 

  

知識情報 

システム学類 

１．教育職員免許状（教育推進課発行の「教職課程の手引」を参照） 

（１）高等学校教諭 1種免許状（情報） 

 

２．社会調査士（p.97 参照） 
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[履修方法総括表] 

※厚生労働省告示の単位数より本学の対応授業科目の単位数の方が多い場合は、本学の

対応授業科目の単位数を修得する必要があります。 
 

（３）保育実習について 

別表①左欄の保育実習Ⅰには、保育所および保育所以外の児童福祉施設におけるそ

れぞれ 10 日以上の実地実習が含まれます。本学では、保育実習Ⅰを「保育実習 1A」

（保育所）、「保育実習 1B」（児童福祉施設）に分けています。また保育実習を履修す

る際には、同時にそれに該当する保育実習指導をそれぞれ履修しなければなりません。 

また保育実習 2（保育所）を 3 年次に履修することになっています。これによっ

て保育士資格取得に必要な保育実習の単位を修得することができます。 

  

保育実習に関する基本的な学年配当は以下のとおりです。 

2 年後期…「保育実習 1A」（保育所）（おおむね春季休業期間に実施） 

「保育実習指導 1A」（保育所）  

3 年前期…「保育実習 1B」（児童福祉施設）（おおむね夏季休業期間に実施） 

「保育実習指導 1B」（児童福祉施設） 

3 年後期…「保育実習 2」（保育所）（おおむね春季休業期間に実施） 

     「保育実習指導 2」（保育所） 

 

（４）履修にあたっての注意事項 

教育福祉学類の専門科目を履修して保育士資格を取得するためには、次の点に注意

してください。 

① 保育士資格取得についてのオリエンテーションを行い、そこで保育実習の希望

調査を行います。そのため、必ずオリエンテーションに出席したうえで、2年次

後期において「保育実習 1A」「保育実習指導 1A」の履修登録を行ってください。 

② 他学部、他学類の学生は、保育士資格取得に必要な演習科目と実習科目を履修す

ることはできません。 

③ 別表①②に掲げる各指定科目の出席回数が 3 分の 2 に満たない者は単位修得す

ることができません。 

 

（５）卒業後における保育士資格の取得 

教育福祉学類卒業生は、科目等履修生、大阪公立大学大学院現代システム科学研究

厚生労働省告示による履修方法 単位数 本学の対応授業科目 単位数 

必修科目 別表①左欄 51 別表①右欄 52 

選択必修科目 別表②左欄 9 以上 別表②右欄 9 以上 

教養科目 別表③左欄 10 以上 別表③右欄 11 以上 

 合計 70 以上 合計 72 以上 

-51-



 

科現代システム科学専攻社会福祉学分野学生として、保育士資格取得に必要な教科目 

および単位を補うことにより、保育士資格を取得することができます。 

また、科目等履修生としての単位修得は、保育士養成課程をもつ他大学（保育士養

成校）でも可能です。その場合、当該大学が発行する単位認定証明書を本学の教育福

祉学類に提出しなければなりません。 

 

（６）保育士登録 

児童福祉法の一部を改正する法律（2001 年法律第 135 号）により、保育士資格を

取得して教育福祉学類を卒業する者は、住所地の都道府県知事（卒業前であれば大阪

府知事）に保育士登録の申請手続きを行う必要があります。 

保育士登録申請手続きの詳細は、4 年次の 10 月（詳しい期日等は掲示により周知

します）に実施する保育士登録ガイダンスで説明します。保育士登録の申請をする学

生（特に保育士として就職することが決まっている学生）は、「保育士登録申請書」

等所定の書類一式を教育推進課に提出することになります。保育士登録事務は、一括

して本学教育推進課が行いますが、この時期に登録申請しなかった場合は、各自で登

録事務手続きを行うことになります。 
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PBL プログラム 環境学 

 

プログラムの目標： 

持続可能社会の構築に貢献できる人材に必要な素養の一つとして、グローバルな環境

問題から地域レベルでの環境問題まで幅広い関心を持ち、それらの問題の本質を、人間

科学的側面、自然科学的側面、社会科学的側面から捉えられるとともに、環境問題の解

決に向けた活動を積極的に行えることが求められます。PBL プログラム（環境学）では、

現代社会の一員としての高い倫理観を持ち、人間科学的側面、自然科学的側面、社会科

学的側面からさまざまな環境問題の本質を捉えることができるとともに、コミュニティ

レベルでの環境問題に対して他者と協働して解決に向けた取り組みを実践できる能力

を身に付けることを目標としています。なお、PBL プログラム（環境学）は、主に SDG14

「海の豊かさを守ろう」、SDG15「陸の豊かさも守ろう」と対応しています。 

 

プログラムの内容： 

PBL プログラム（環境学）では、環境問題の本質を、人間科学的側面からアプローチ

する「環境・生命・倫理」、自然科学的側面からアプローチする「自然環境学概論」、社

会科学的側面からアプローチする「環境政策学」を座学の必修科目として履修するとと

もに、「国際開発の課題」「地域文化学」2 科目のうちから 1 科目を選択必修として履修

したうえで、コミュニティレベルでの環境問題に対して他者と協働して解決に向けた取

り組みを実践する「PBL 演習（環境学）」を必修科目として履修します。PBL 演習（環境

学）では、海域環境の保全に関する活動や陸域生態系の保全に関する活動などをテーマ

とした 1 グループ数名で構成されるグループに分かれて、各グループで環境活動を実践

したのち、環境活動の成果を報告書にまとめるとともに、最終回に成果発表（プレゼン

テーション）を行います。 

 

PBL 演習履修人数の上限：  

20 名 

 

希望者が上限を超えた場合に、選抜において成績を使用する科目： 

環境・生命・倫理 

自然環境学概論 

環境政策学 

 

上記科目の成績の平均により選抜します。 
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PBL プログラム 環境学 履修課程表 

※単位数の○印は、本プログラムの必修を示している。 

 

  

科目名 

配当年次及び単位数 
週
時
間
数 

履修を指定
する科目数 

開設部局 
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

環境・生命・倫理 ②        2 

3 科目 5
科
目
以
上 

総合教養科目 

自然環境学概論  ②       2 総合教養科目 

環境政策学    ②     2 環社シス科目 

国際開発の課題 2        2 1 科目
以上 

総合教養科目 

地域文化学  2       2 総合教養科目 

PBL 演習     ②   2 1 科目 PBL 科目 
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地域・都市環境学 

共生の思想と歴史 

教育福祉の諸問題 C（多文化共生） 

国際文化の視点 

ことばの歴史 

日本の古典文学 

世界のなかの英語 

 

上記科目の成績の合計により選抜します。 

 

PBL プログラム 文化表象 履修課程表 

※単位数の○印は、本プログラムの必修を示している。  

科目名 

配当年次及び単位数 
週
時
間
数 

履修を指定
する科目数 

開設部局 
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

言語表現と世界認識   2      2 

2 科目
以上 

5
科
目
以
上 

環社シス科目 

認識とレトリック    2     2 環社シス科目 

地域社会の言語環境   2      2 環社シス科目 

ディスコースと社会   2      2 環社シス科目 

グローバル社会の文化

表象 
  2      2 環社シス科目 

文化表象と社会批評    2     2 環社シス科目 

言語の社会システム    2     2 環社シス科目 

地域・都市環境学    2     2 

1 科目
以上 

環社シス科目 

心理科目 

共生の思想と歴史    2     2 教育福祉科目 

教育福祉の諸問題C（多

文化共生） 
   2     2 教育福祉科目 

国際文化の視点  2       2 総合教養科目 

ことばの歴史 2        2 総合教養科目 

日本の古典文学 2        2 総合教養科目 

世界のなかの英語  2       2 総合教養科目 

PBL 演習     ②    2 1 科目 PBL 科目 
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PBL プログラム 生きることと遊び 

 

プログラムの目標： 

PBL プログラム（生きることと遊び）では、様々な遊びを体験したり考察することか

ら、遊びと自身の心や生きることとの関係、遊びの意義や可能性、他者との協働につい

て考え、それらを実現できる能力を身に付けることを目標としています。この目標にお

いては、“遊び”には、現代社会に生きる上で悩みや課題に取り組むこと、自らの生き

る道を創造すること、心の成熟を実現すること、といった心の問題を解決するヒントが

内在している、という考えが根本にあります。そして、そのことが身の回りの様々なこ

とを持続可能性という視点で見直すこと、直面する問題にその視点で取り組む態度につ

ながることを目論んでいます。 

PBL プログラム（生きることと遊び）では、「人の心の発達」、「環境と心の関係」、「心

の病」、「心の変容可能性」、「異文化や他者へのまなざし」、「心身の健康問題」など、つ

まり人の内的世界と社会や他者との相互作用の問題を学び、最終科目としての PBL 演習

（生きることと遊び）で、体験としての知を得ることを狙っています。 

 

プログラムの内容： 

PBL プログラム（生きることと遊び）では、「発達心理学 2」、「環境心理学」、「心の病

理学（精神疾患とその治療）」、「心理療法論（心理学的支援法）」、「文化人類学入門」、

「異文化の理解」、「ヘルスケアサービス」、「精神保健学」の科目から 4科目以上を履修

し、人の内的世界と社会や他者との相互作用の問題を多角的に学びます。そして、「PBL

演習（生きることと遊び）」を必修科目として履修します。 

PBL 演習（生きることと遊び）では、臨床心理学で扱われてきた遊びの意義を知的に

かつ身体的体験的に学び、後半では合宿形式での自然の中で遊ぶ体験を行います。最終

段階では、演習で自身が体験したこと考察したことをプレゼンテーションしディスカッ

ションを行います。 

 

PBL 演習履修人数の上限： 

20 名 

 

希望者が上限を超えた場合に、選抜において成績を使用する科目： 

発達心理学 2 

環境心理学 

心の病理学（精神疾患とその治療） 

文化人類学入門 

異文化の理解 

ヘルスケアサービス 

 

上記科目の成績の平均により選抜します。 
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